



I also thought in Miyakonojo.
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意識の混濁がおさまって 3 月 18 日にようやく現実世界とつながった。はじめに倒れてか
ら 2ヶ月弱のことであった。とにかく、言葉を取り戻さなければならない。どうせ時間があ





活を始めたのは 2012年 5月 20日のことであった。パソコンはほとんど使えない。能力の問
題ではない。1 つのメールを打つのに時間がかかるし、それをやることで脳が苦しくなるか
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 チ˥キンナンバン   HLLH 
 チ˥キンナンバンセット  HLLLLH 






 ト˥リノモモヤキ   HLLLLLH 




 クガツノ コ˥ーハンニ  LLLH FLH 
ハチガツノ    LLLLH 
 オススメノ    LLLLH 
 カイジルノ ヨーイオ   LLLH LLH 












                                                  
2 高低には HL を、重音節(CVN, CVR, CVQ, CVJ)内でアクセントの下がり目がある場合は F を、文末（句末）
上昇調については R を付与した。 












でついでに作る方が面倒じゃないだろうと。「カイジルノ ヨーイオ LLLH LLH」と板場に
声がかかる。しばらくして、貝汁ができあがった。板前 Aさんが店員に渡す際に「カイジル 







 ハッピャク ナナジューエン デスネ LLH LLLH LLH 
 ゴジュー イチネン デスカネ  LH LLH LLLH 
 ミツカラナ˥イモンデスカラ  LLLLFLLLLH 
 タカハシ デスケレド   LLLH LLLLH 
 
 サンマイ デ˥スカネ   LH HLLH 





 ゴアンナイシマスネ   LLLLLLH 
 メモ オモチシマショーカ  LH LLLLLLH 
 オ˥サゲ イタシマスカ  HLL LLLLLR 
 チケットオ オワタシシマスノデ LLLH LLLLLLLLH 
 オサゲシマス    LLLLLH 
 ヤスマサセテ モラエマス  LLLLLH LLLLH 
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 ゴアンナイシマスネ   LLLLLLH 
 オサゲシマス    LLLLLH 
 オダシシテ    LLLLH 
 オモチシマショーカ   LLLLLLH 
 チケットオ オワタシシマスノデ LLLH LLLLLLLLH 
 
















 ミ˥ツカリマシタ   HLLLLLL 
 ミツカラナ˥イモンデスカラ  LLLLFLLLLL 
  
 オ˥サゲ イタシマスカ  HLL LLLLLH 
 オサゲシマス    LLLLLH 
 
 ナ˥マビール    HLLL 
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 ショーショー オマチクダサイ  LH LLLLLH 
 
 ケータイニ ゼンブツケレバ イーノニ LLH LLLLLH LLH 
 
2.6.  ひとつどうぞ 
「どうぞ」の音調。これは LHであった。「こんにちは」は LLLHであった。このあたりは








ハッピャク ナナジューエン デスネ LLH LLLH LLH 
イチマイ ジューエン   LLH LH 
サンマイ デ˥スカネ   LH HLLH 




















いうのはこういうことである。では、Ankara や İstanbul だとどうなるか。Ankara は An.ka.ra
で HLL、İstanbul は İs.tan.bul で LHL となる。この場合、An と ka の音節境界、tan と bul の
音節境界にアクセントの下がり目がマーキングされていると解釈する。そして、これらに位

























北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 
No.12, 179-189, 2014. 
 
謝辞 
* タイトルの元ネタは高橋由佳利氏の『トルコで私も考えた』（集英社、1992-）であり、さ
らにこれは椎名誠氏の『インドでわしも考えた』（小学館、1984）のインスパイアである。そ
して、その前に堀田善衛氏の『インドで考えたこと』（岩波新書、1957）がある。 
本稿は科学研究費助成事業、学術研究助成基金助成金基盤研究 C(課題番号 23520472)「ト
ルコ諸語におけるプロソディー分析」（平成 23-25 年度、研究代表者：福盛貴弘）による研
究成果である。都城探訪は、トルコ語と都城方言の音調の類似点や相違点を探るための予備
調査として行われた。 
また、本稿について有益なコメントをいただいた覆面査読者にお礼申し上げる。エッセイ
を査読するというのもおかしな話ではあるが、ところどころネタをはさみながらの学術エッ
セイを読んでもらったことに感謝する。 
 
参考文献 
福盛貴弘（2010）「トルコ語のアクセントについて」『言語研究』137: 41–63. 
福盛貴弘（2013-）「福盛貴弘の脳炎日記」http://ameblo.jp/fukumori-takahiro/ 
早田輝洋（1999）『音調のタイポロジー』大修館書店 
瀬戸山計佐儀 編著（1992）『都城さつま方言辞典』三州文化社 
 
執筆者紹介 
氏名： 福盛貴弘 
所属： 大東文化大学外国語学部 
Email： ICG01649@nifty.com 
 
 
